
 

防火対象物使用開始届出書 記入例 
 

様式第6(その1)(第17条関係) 

(表) 

防火対象物使用開始届出書 

⑴ 年  月  日  
 
 稲沢市消防長    殿 
 

届出者 住 所   ⑵       

氏 名        印  

電 話  (  )      
 
 稲沢市火災予防条例第43条の規定により、届け出ます。 

所 在 地   ⑶       電 話 ⑷ (  )     

名 称 ⑸ 主要用途 ⑹ 

建築確認年月日 ⑺ 建築確認番号 第  ⑻  号 

※消防同意年月日 ⑼ ※消防同意番号 第  ⑽  号 

工事着手

年 月 日 
⑾ 

工事完了(予定)

年 月 日 
⑿ 

使用開始(予定)

年 月 日 
⒀ 

他の法令による

許 認 可 
⒁ 

敷地面積 ⒂ 建築面積 ⒃ 延べ面積 ⒄ 

従業員数 ⒅ 
公開時間又

は従業時間 
⒆ 

屋外消火栓、動力

消防ポンプ、消防

用水の概要 

⒇ 

そ の 他

必 要 な 事 項 
(21) 

※ 受 付 欄 ※ 経 過 欄 

    

 備考 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。

Administrator
長方形
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用 途 (22) 構 造 (23) 

種別 

 

階別 

 

 

床 面 積 

 

m2 

用 途 

消 防 用 設 備 等 の 概 要 特殊消防

用設備等

の概要 消火設備 警報設備 避難設備 
消火活動
上必要な
施 設 

階               

階               

階               

階               

階               

階               

階               

計               

 (注) 1 同一敷地内に2以上の棟がある場合には、棟ごとに防火対象物棟別概要追加書類に必要な

事項を記入して添付すること。 

    2 法人にあつては、その名称、代表者氏名及び主たる事務所の所在地を記入すること。 

    3 建築面積及び延べ面積の欄は、同一敷地内に2以上の棟がある場合には、それぞれの合計

を記入すること。 

    4 消防用設備等の概要欄には、屋外消火栓、動力消防ポンプ及び消防用水以外の消防用設

備等の概要を記入すること。 

    5 ※印の欄は、記入しないこと。 

    6 防火対象物の配置図、各階平面図及び消防用設備等の設計図書(消火器具、避難器具等の

配置図を含む。)を添付すること。 
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（１）年月日 届出日を記入する。 

（２）届出者 所有者（テナント等の場合は占有者）の住所、氏名及び

連絡先を記入する。 

（３）所在地 建物の所在地を記入する。 

「〇〇番地△△ □□ビル２階」 

（４）電話番号 建物（テナントの場合はテナント）の電話番号を記入す

る。 

※夜間等で連絡先が変わる場合は、その連絡先も余白に

記入してください。 

（５）防火対象物名称 「○○株式会社○○工場」、「○○銀行○○支店」、又

は「○○ビル○階 テナント名」等、建物の名称を記入す

る。 

（６）主要用途 飲食店・物販店・共同住宅・事務所等の具体的な用途を

記入する。 

（７）建築確認年月日 

（８）建築確認番号 

確認検査機関による建築確認年月日及び建築確認番号を

記入する。 

※既設の建物で建築確認が不明な場合は空欄で結構で

す。 

（９）消防同意年月日 

（10) 消防同意番号 

消防同意年月日及び消防同意番号は、消防本部予防課で

管理しておりますので、届出書提出時にお尋ねくださ

い。 

※既設の建物は空欄で結構です。 

（11）工事着手年月日 工事に着手した日付を記入する。 

※既設の建物で工事着手日が不明な場合は空欄で結構で

す。 

（12）工事完了(予定)年月日 工事が完了した日付を記入する。 

※既設の建物で工事完了日が不明な場合は空欄で結構で

す。 

（13）使用開始(予定)年月日 使用を開始する(開始予定の)日付を記入する。 

（14）他の法令による許認可 消防法令以外の法令による許認可を受けている場合のみ

記入する。 
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※使用を開始する７日前までに届出が必要です。 

 

（15）敷地面積 

 

（16）建築面積 

 

（17）延べ面積 

 

建物の各種面積を記入する。 

※既設の建物で各種面積が不明な場合は空欄で結構で

す。 

（18）従業員数 従業員の人数（総従業員数ではなく、一度に勤める最大

の人数）を記入する。 

（19）公開時間又は従業時間 実際の公開時間又は営業時間を記入する。 

（20）屋外消火栓、動力消防

ポンプ、消防用水の概要 

左記の中で設置をしているものがあれば記入する。 

 

※設置場所、仕様が分かる資料を併せて添付してくださ

い。（ほかの届出において同様の添付書類を提出してい

る場合は不要です。） 

（21）その他必要な事項 危険物の取扱いがある場合や消防活動用空地がある場合

等に記載する。 

（22）用途 (６)と同様に記入する。 

（23）構造 主要構造を記入する。「ＲＣ造」「鉄骨造」・「木造」

等 

（24）概要 階ごとの床面積、用途及び消防用設備等を記入する。 

・消火設備：消火器、屋内消火栓設備、スプリンクラー設

備、水噴霧消火設備、泡消火設備、不活性ガス消火設

備、ハロゲン化物消火設備、粉末消火設備、屋外消火栓

設備、動力ポンプ設備 

・警報設備：自動火災報知設備、ガス漏れ火災警報設備、

漏電火災警報器、消防機関へ通報する火災報知設備、非

常警報器具、非常警報設備（放送設備を含む） 

・避難設備：避難器具、誘導灯、誘導標識(蓄光式を含む) 

 

※設置場所、仕様が分かる資料を合わせて添付してくだ

さい。（ほかの届出において同様の添付書類を提出して

いる場合は不要です。） 


